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クラスター分析による食物摂取パターン分析 
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Abstract 
 

 The cluster was set in order to apply intake data according to food group of 1 person per day of the 264 households in respect of 
the cluster analysis by the K-means method, and in order to the dispersion between clusters become biggest by the setting of the 
cluster number in 4, and got clustery features and nutrient energy ratio and fill-rate were analyzed, and a following knowledge was 
obtained. Intake pattern which ran the meal of the small eclipse was most large group, and there was nutritionally a problem on this 
group. The group which ran modern meal and traditional meal otherwise existed.  . 
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1. はじめに 

 多変量解析法による食物摂取パターンの分析手法は、因子

分析や主成分分析による内的構造の分析手法が中心である（飯

泉ら1980、豊川ら1975、1981、中島ら1983、中島1983,1996）。

これの状況に対し、著者はクラスター分析による食物摂取パタ

ーンの分析手法を展開し、これらの方法によると従来捉えるこ

とのできなかった有用な情報を捕捉することが可能であること

を報告した(中島 2005)。本研究では、クラスター分析による対

象の類型化を試み、それら類型化されたグループの食物摂取の

特徴および栄養比率や栄養素充足率について検討し、いくつか

の知見を得たので報告する。 

 

2. 資料と分析方法 

 平成７年 11 月に実施された岐阜県県民健康栄養調査データ

のなかから１人１日当たりの食品群別摂取量を基礎資料として

用いた（岐阜県環境衛生部 1996）。本調査は現在の健康増進法

による個人別１日だけの調査と異なり、日曜祭日を除く連続 3

日間の食物摂取量調査であり、対象数は264世帯である。デー

タとして用いた食品群の数は23であり、内訳は米、パン、めん、

いも類、砂糖、菓子、油脂、味噌、他の豆、果実、緑黄野菜、

他の野菜、野菜漬物、海草、調味料、酒類、生鮮魚介、塩干魚

介、獣鳥肉類、卵類、牛乳、乳製品、加工食品である。 

対象の類型化にはK-means法によるクラスター分析を利用し

た。また栄養状態については栄養比率、各栄養素の所要量に対

する充足率を用いた。 

 

3. 結果と考察 

 従来の因子分析や主成分分析による因子抽出で解釈可能とさ

れた因子数は多くて 3～４個であった。そこで本研究における

グループ数の設定は解釈の可能性から４個とし、K-means 法に

よるクラスター分析では、クラスターの数を4個に設定して分

析した。 

 表１は、各クラスターの標本数および平均値と標準偏差を示

したものである。図解のほうがわかりやすいので、全体からの

偏差をプロフィール化したものが図1から図4である。図２に

クラスター間の分散分析の結果を示す。分散分析の結果から加
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工食品以外のすべての食品群でクラスター間に統計的に有意な

差があることがわかる。 

 クラスター１の構成員は103世帯で、全体の39％を占める大

きなクラスターである。図１によると”めん”を除くほとんど

の食品群で摂取プロフィールが負の方向に大きく描かれている。

これはあらゆる食品群の摂取量が少ない「小食の食物摂取パタ

ーン」をあらわしていると読み取ることができる。 

 クラスター２は、パン、緑黄野菜、獣鳥肉類、卵類、牛乳の

摂取量が多く、米、めんなどの摂取量が少ないプロフィールを

示している。パン、緑黄野菜、獣鳥肉類、牛乳の多い摂取パタ

ーンは、近代的食事をあらわすものと読み取ることができ、こ

のグループの構成員は６７世帯で全体の 25.4％、つまり 1/4 を

占めている。 

 クラスター３は、米、いも類、他の野菜、生鮮魚介、塩干魚

介、獣鳥肉類が多く、逆にパン、果実、牛乳などの摂取量が少

ない摂取パターンで、これは伝統的食事パターンを営むグルー

プと考えられる。このグループには６１世帯が入り、全体の

23.1％、約１/４弱の割合である。 

 最後のクラスター4 は、米の摂取量が少ない以外、極端に少

ない食品群もない。一方、果実と酒類の摂取量は非常に多いと

いう特徴を持っている。主食や主采よりもどちらかというと嗜

好的な性格の強い食品群に関心を持つ新しいタイプのグループ

のように考えることが妥当であるように思われる。このグルー

プの大きさは、33世帯で全体の12.5％を占める少数グループで

ある。クラスター1からクラスター3までのグループは、従来の

研究結果からも容易に推測できるグループの存在であるが、こ

の新しいクラスター4 のグループは新たなグループとして認知

できるのか、それと分析開始時

の設定によって作り出されたも

のなのかについては今後の研究

に委ねなければならないであろ

う。 

 このようにK-means法による

クラスター分析では、「小食の食

事を営む摂取パターン」、「近代

的食事を営む摂取パターン」、

「伝統的食事を営む摂取パター

ン」、「嗜好性重視の食事パター

ン」の４つに分類され、それぞ

れの食事を営む規模は、順番に

39.0％、25.4％、23.1％、12.5％

であった。従来の因子分析や主

成分分析によるものでは、食事

を規定する因子の抽出はできる

が、それらの食事を営むグルー

プの大きさを知ることは不可能であった。したがって本研究の

ようにそれぞれの食事パターンを営むグループの規模を数量的

に知ることができた意義は深いものと考えることができよう。 

 次に各クラスター間に栄養比率や栄養素の充足率に相違があ

るか調べた結果を表３に示す。栄養比率および栄養素の充足率

すべてにおいてクラスター簡に統計的に有意な差が認められた。 

 穀類エネルギー比では、「近代的食事を営む摂取パターン」を

営むクラスター2が、42.6％、「伝統的食事を営む摂取パターン」

を営むクラスター3が、47.6％で食事パターンどうりの穀類エネ

ルギー比を示している。「嗜好性重視の食事パターン」と読み取

ったクラスター4は、38.9％と低く、穀類からの乖離が進んでい

る。クラスター1 の「小食の食事を営む摂取パターン」では、

少ない中での主食偏重からか 51.9％とかなり高い比率となって

図1　ｸﾗｽﾀｰ1の摂取プロフィール
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図2　ｸﾗｽﾀｰ2の摂取プロフィール
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いる。 

 動タン比では、「近代的食事を営む摂取パターン」を営むクラ

スター２が56.5％と動物性たんぱく質の割合が高く、「伝統的食

事を営む摂取パターン」を営むクラスター3 が 54.1％である。

クラスター1は、51.6％と低く、統計的な差が認められる。 

 脂肪エネルギー比では、「近代的食事を営む摂取パターン」を

営むクラスター２が、27.3％とかなり高い数値を示す一方、ク

ラスター1の「小食の食事を営む摂取パターン」は、23.7％と低

い値を示している。 

 エネルギーの充足率では、クラスター2 が 98.6％、クラスタ

ー3が107.0％、クラスター4が108.6％と概ね満足しているのに

対し、クラスター1 は 85.8％で不足の状態にある。たんぱく質

の充足率についてはほとんどのクラスターで過剰気味である。 

 カルシウムの充足率では、図 6 のようにクラスター2 から 4

は、ややクラスター3 が低めの状況にあるがほぼ満足のいく充

足率を示している。しかし、「小食

の食事を営む摂取パターン」を営

むクラスター1 では 65.1％という

極めて低い数値を示しており、こ

のクラスターと他のクラスターに

統計的に有意な差があることは一

目瞭然の様相で、問題のある食事

パターンのクラスターであること

が明らかである。 

 次の鉄の充足率もカルシウムと

同様のパターンで、クラスター1

の「小食の食事を営む摂取パター

ン」が 81.9％と低い値をとってお

り、他のクラスターと明らかな差

があることが読み取れる。 

 ビタミンでは、「近代的食事を営

む摂取パターン」を営むクラスタ

ー2、「伝統的食事を営む摂取パタ

ーン」を営

むクラスタ

ー3、「嗜好

性重視の食

事パター

ン」と読み

取ったクラ

スター4 の

いずれも充

足 率 は

100％を超

えている状

況であるが、「小食の食事を営む摂取パターン」を営むクラスタ

ー1では、ビタミンB1とビタミンＣは、充足するものの、ビタ

ミンＡは 89.9％、ビタミン B2 は 85.0％と不足状態であること

がわかる。 

 以上のように各クラスターと栄養比率や栄養素充足率を検討

した結果、「小食の食事を営む摂取パターン」のクラスター1は、

栄養学的に問題の多いクラスターと考えられ、このクラスター

への食事指導等が最優先される課題であることが示唆される。

今回、クラスター分析を通して食事パターンの存在や、それら

グループ規模、および栄養学的な特徴を調べてきたが、貴重と

もいえる知見が得られており、これらの方法の妥当性を実証す

るものとして今後も研究を重ねたい。 

 

4. 考察 

 K-means 法によるクラスター分析を 264 世帯の１人１日当た

図3　ｸﾗｽﾀｰ3の摂取プロフィール
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図4　ｸﾗｽﾀｰ4の摂取プロフィール
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りの食品群別摂取量データ適用し、クラスター数を 4個に設定

してクラスター間の分散が最大になるようクラスターを設定し、

得られたクラスターの特徴および栄養比率や充足率について分

析し以下の知見を得た。 

1) 第1のクラスターは、「小食の食事を営む摂取パターン」も

ので、その規模は全体の39％を占めていた。このグループでは

穀類エネルギー比が高く、カルシウムや鉄など多くの栄養素で

充足率が低く、栄養学的に問題の多いグループと指摘された。 

2） 第2のクラスターは、パン、緑黄野菜、獣鳥肉類、牛乳な

どの近代的食事を営むグループで、全体の25.4％を占めていた。

このグループは穀類エネルギー比が低く、動タン比や脂肪エネ

ルギー比が高いのが特徴で、栄養素の充足率では大きな過不足

は認められなかった。 

3) 第 3 のクラスターは、米、いも類、他の野菜、生鮮魚介、

塩干魚介など、いわゆる伝統的な食品を多く摂るグループで、

その規模は 23.1％であった。このグループは穀類エネルギー比

が高く、脂肪エネルギー比が低いという特徴が認められた。こ

のグループも栄養素の充足率では大きな過不足は認められなか

った。 

4) 第 4 のクラスターは、米の摂取量が少ない意外は平均的だ

が、果実と酒類の摂取量は非常に多い、いうならば嗜好的な性

格の強い食品群に関心を持つ新しいタイプのグループ思われた。

このグループの大きさは、33世帯で全体の12.5％を占める少数

グループであった。このグループは極度に穀類エネルギー比が

低いという特徴はあるが、栄養素の充足率については大きな過

不足はなかった。 
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